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営業外費用・特別損失の発生ならびに業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ

平成 27 年 5 月 15 日に公表した平成 28 年 3 月期（平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日）の連結業績予

想における予想値と比較して、本日公表の決算において下記の通り差異が生じるとともに、営業外費用及び特別損

失を計上することとなりましたのでお知らせいたします。

記 

１．平成 28 年 3 月期の連結業績予想値と実績値との差異（平成 27年 4月 1 日～平成 28年 3月 31 日） 

                                     （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属する当期純利益 1 株当たり当期純利益

前回予想（Ａ） 

１５，０００ １５０ １００ ６０

円  銭

５．９７

今回修正（Ｂ） １４，９５３ ３８７ ２１４ ７１ ７．１５

増減額（Ｂ－Ａ） △４６ ２３７ １１４ １１ ― 

増 減 率（％） △０．３ １５８．０ １１４．０ １８．０ ― 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績

（ 平 成 2 7 年 ３ 月 期 ）

１５，８９２ ２３２ １９０ ７７ ７．７１

差異が生じた理由

    国内外で主力のＯＡ機器部品の受注が低迷しましたが、自動車部品、アミューズメントが好調に推

移したことにより、売上高は若干下回りましたが、原価低減や経費削減に取り組み、営業利益、経常

利益、親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を上回ることになりました。

２．営業外費用（為替差損）の計上について 

主に海外子会社間（香港、シンセン）の取引消去による、現地通貨（香港ドル、中国元）の取引発

生時為替レートと決算時為替レートによる為替の差額が発生し為替差損 151,587 千円を計上すること

になりました。 

３．特別損失の計上について 

当連結会計年度に、当社グループの経営戦略の一つである海外拠点の再構築の中において、フィリ

ピンの事業会社 BIG PHILIPPINES CORPORATION の株式取得（子会社化）を行ったことに伴う費用「事

業構造改善費用」等を 78,063 千円計上することになりました。 

 個別財務諸表において、保有する関係会社株式が、簿価に比べ実質価額が著しく下落している為関

係会社株式評価損 121,718 千円を計上することになりました。

以上


